
S
C
N
の
こ
れ
か
ら

　

Ｓ
Ｃ
Ｎ
は
、
こ
れ
か
ら
地
域
コ

ン
テ
ン
ツ
の
制
作
・
編
成
・
配
信

を
行
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
創

っ
て
い
き
ま
す
。
全
国
各
地
の
地

域
情
報
を
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
す
る
仕

組
み
と
映
像
や
情
報
カ
メ
ラ
な
ど

の
編
集
、
加
工
し
て
制
作
し
た
番

組
に
よ
る
新
し
い
地
域
コ
ン
テ
ン

ツ
を
提
供
し
ま
す
。
コ
ン
テ
ン
ツ

に
よ
る
全
国
の
地
域
活
性
化
と
地

方
創
生
を
実
現
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

に
魅
力
あ
る
社
会
を
持
続
的
、
安

定
的
に
維
持
で
き
る
よ
う
な
社
会

的
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
差
し

た
番
組
を
通
し
て
様
々
な
人
や
企

業
、
団
体
を
結
び
付
け
、
持
続
的

に「
地
域
の
人
々
の
幸
せ
」「
地
域

の
活
力
の
創
出
」「
街
づ
く
り
」に

貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か

ら
の
地
域
メ
デ
ィ
ア
の
使
命
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

社
会
的
共
通
資
本

　

３
年
前
に
米
子
市
出
身
の
世
界

的
な
経
済
学
者　

宇
沢
弘
文
氏
の

人
間
尊
重
経
済
思
想
に
共
感
し
、

番
組
を
制
作
し
て
、
多
く
の
人
か

ら
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
宇
沢
氏
は「
社
会
的
共
通
資
本
」

と
い
う
新
し
い
経
済
学
の
概
念
を

提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

す
べ
て
の
人
々
が
、
ゆ
た
か
な
経

済
生
活
を
営
み
、
す
ぐ
れ
た
文
化

を
展
開
し
、
人
間
的
に
魅
力
あ
る

社
会
を
持
続
的
、
安
定
的
に
維
持

す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
な

自
然
環
境
や
社
会
的
装
置
と
定
義

さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
次
の

３
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
自
然
環
境

　

森
林
・
川
・
海
洋
・
大
気
等

★
社
会
的
イ
ン
フ
ラ

　

道
路
・
鉄
道
・
水
道
・
電
力
等

★
制
度
資
本

　

教
育
・
医
療
・
行
政
・
文
化
等

　

こ
う
し
た
社
会
的
共
通
資
本

は
、
社
会
共
通
の
財
産
と
し
て
、

利
潤
追
求
の
市
場
原
理
の
対
象
に

す
べ
き
で
は
な
い
と
の
考
え
方
で

す
。
経
済
優
先
の
市
場
原
理
主
義

と
は
一
線
を
画
す
、
人
間
に
と
っ

て
の
本
当
の
豊
か
さ
を
求
め
た
新

し
い
経
済
理
論
で
す
。

　

宇
沢
氏
の
社
会
的
共
通
資
本
の

中
に
、
今
ま
さ
に
、
地
域
社
会
や

市
民
生
活
で
直
面
す
る
課
題
の
解

決
策
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
メ
デ
ィ
ア
の
行
方

　

そ
の
地
域
の
中
で「
地
域
メ
デ

ィ
ア
」は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果

た
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

　

一
つ
は
、
先
に
述
べ
た
地
域
を

守
る
た
め
の
地
域
防
災
情
報
・
安

心
安
全
情
報
の
提
供
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、

地
域
の
人
々
の

暮
ら
し
を
豊
か

に
す
る
た
め
の

社
会
的
機
能
で

す
。
地
域
メ
デ

ィ
ア
は
、
番
組

を
通
じ
て
人
々

に
気
づ
き
と
知

恵
、
感
動
を
与

え
、
行
動
を
促

す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
地
域
メ

デ
ィ
ア
が
地
域

の「
社
会
的
共

通
資
本
」
を
結

び
つ
け
る
時
、

心
豊
か
な
生
活

を
営
み
、
す
ぐ

れ
た
文
化
を
展

開
し
、
人
間
的

S
C
N
の
取
り
組
み

　

サ
テ
ラ
イ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
以
下
、
Ｓ

Ｃ
Ｎ
）は
、
１
９
９
３
年
に
全
国

の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
を
結
ん
だ

地
域
情
報
発
信
を
目
的
に
鳥
取
県

米
子
市
に
設
立
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
０
年
に
は
、
通
信
衛
星

を
使
っ
た
１
４
０
局
の
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
局
の
番
組
配
信
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

全
国
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
と

関
係
を
深
め
る
中
で
、
地
域
に
お

け
る
災
害
情
報
、
緊
急
情
報
の
必

要
性
を
感
じ
て
、
２
０
０
５
年
に

「
コ
ミ
ネ
ッ
ト
」サ
ー
ビ
ス
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
放
送
画

面
に
情
報
を
合
成
表
示
す
る
専
用

放
送
シ
ス
テ
ム
と
合
わ
せ
て
、
地

震
や
気
象
警
報
な
ど
の
各
種
情

報
、
編
成
や
放
送
監
視
、
保
守
な

ど
の
運
用
代
行
作
業
ま
で
Ｓ
Ｃ
Ｎ

が
一
元
的
に
提
供
し
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
局
の
負
担
を
軽
減
す
る
画

期
的
な
サ
ー
ビ
ス
で
し
た
。

　

大
き
な
転
換
点
は
、
２
０
１
１

年
の
東
日
本
大
震
災
で
し
た
。
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
も
災
害
情
報
や

安
心
安
全
情
報
の
提
供
が
必
要
と

い
う
認
識
が
広
が
り
ま
し
た
。
そ

れ
以
降
、
災
害
放
送
や
自
治
体
と

の
防
災
協
定
な
ど
が
結
ば
れ
る
よ

　代表取締役 髙橋孝之

㈱サテライトコミュニケーションズネットワーク　鳥取県米子市新開2-1-7　☎0859-32-6103問合せ

う
に
な
り
、「
地
域
防
災
」へ
の
取

り
組
み
が
進
み
ま
し
た
。

　

更
に
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
の

防
災
に
お
け
る
可
能
性
や
潜
在
能

力
を
活
か
し
て
、
平
時
か
ら
の
防

災
意
識
の
向
上
、
情
報
カ
メ
ラ
映

像
に
よ
る
発
災
前
の
情
報
周
知
が

で
き
る「
マ
ル
チ
画
面
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
」へ
と
Ｓ
Ｃ
Ｎ
の
サ
ー
ビ
ス

を
進
化
さ
せ
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
か
ら
局
が
被
災
し

た
際
に
地
域
情
報
収
集
か
ら
運
用

ま
で
全
て
を
行
う
な
ど
様
々
な
仕

組
み
で「
地
域
防
災
」を
担
う
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
局
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
サ
ー
ビ
ス
導
入
局
は

１
２
４
局
に
な
り
ま
し
た
。

 

これからの地域メディアの行方

災害情報 
緊急情報 
気象情報 

プラットフォーム 

道路カメラ 

河川カメラ 

 
 

地域コンテンツ
制作・編成・配信
サービス 

 SCN
スタッフ 

CATV A局 

放送 

ネット 
同時配信 

CATV B局 

放送 

ネット 
配信 

地域映像 

スマホ等 

ギャザリング ザリングザ

　株式会社サテライトコミュニケーションズネットワーク

　私は30年以上に渡り、地元ケーブルテレビ局を運営してきました。
コミュニティチャンネルでは、一貫して、ニュースや番組を手段として、
地域の人々と協働で「まちづくり」を目指してきました。
　SCNでは、様々なネットワークや仕組みを作り、全国のケーブルテレ
ビ局と共に、コンテンツの力で地域を良くしようと働きかけてきました。
　これからのケーブルテレビ局が「地域メディア」として果たすべき役
割について考えてみました。

運用を行うSCN映像センター

サービスを支える社員と共に

（森林･川･海洋･大気など）

自然環境  
（道路･鉄道･水道･電力など）

社会的インフラ 

制度資本 
（教育･医療･行政･文化など）

社会的共通資本と地域メディア

環境 社

 地域
メディア 

ラ
地域の人々の幸せ  
地域の活力の創出  
街づくり 

番組 

達成すべき目的  

経済学者宇沢弘文氏が提唱した
「すべての人びとが、ゆたかな経済生活を営み、すぐれた文化を展開し、人間的に
魅力のある社会の安定的な維持を可能にするものを社会共通の財産とする」概念

 

地域メディアの役割は 
番組を通して行動を促すこと 
仕組みをつくること 

番組 

番組

 

　社会的共通資本
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地域コンテンツ　プラットフォーム


